
土

心のごはんの時間
　後２～２:30　図書館
心のおやつの時間
　後２:30～３　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館
●越前おおの冬物語
ふるさと味物語・でっち羊かんま
つり・食守フェスタを同時開催

心のごはんの時間
　後２～２:30　図書館
心のおやつの時間
　後２:30～３　図書館
●イトヨシンポジウム

心のごはんの時間
　後２～２:30　図書館
自然あそび
　後２:30～３:30　図書館
●めいりん講座

●ストレスに負けない食事
　とは

金

推定筋肉量定期測定
　前９～後６:30　保健セン
　ター(有終会館）
  

防災行政無線試験放送
　前10～11の間に、約10分間

経営 ８日 後１～４

商工会議所

☎66・1230

労働 12日 後１～４

金融 （日本政策金融公庫・中小企業事業） 13日 後１～３

法律 21日 後１～４

税務 22日 後１～４

司法書士相談 20日 後１～４

夜間相談 ７・14・21・28日 後５：30～８

和泉地区相談会 13日 前10～後３

2

9

16

23

1

8

15

22

休日急患診療
（☎ 65・8999）

施　設　名 休　館　日

学びの里「めいりん」 なし

公民館 11日

図書館 ４・11・17～23・25日

本願清水イトヨの里 ４・12・18・25日

歴史博物館 ４・12・18・25日

民俗資料館 ４・12・18・25日

穴馬民俗館・笛資料館・和泉郷土資料館 １～28日（３月31日まで）

越前大野城 １～28日（３月31日まで）

武家屋敷旧内山家 なし

文化会館 ４・18・25日

B&G海洋センター ４・11・12・18・25日

エキサイト広場 ６・12・13・20・27日

あっ宝んど 12日

平成の湯 ５・12・19・26日

有終会館 なし

相　談　名 開 催 日 時  間 会場・問い合わせ先
年金相談 28日 前10～後３:30 商工会議所 ☎66・1230

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター）

６・13・20・27日 ６日後６～８
ほか後1:30～3:30 結とぴあ（有終会館） ☎66・6631

（福祉こども課）

心配ごと相談 ７・14・21・28日 前９～正午 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

【中小企業相談】（商工業に関する相談）

【診療科目】
　小児科（日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土曜日　後１～９（２・９・16・23日）　

日・祝　前９～後９（３・10・11・17・24日）

針供養 初午

青少年育成の日

（会場）和泉ふれあい会館

要申込

冬季期間

次の施設は休館しています。
　越前大野城、穴馬民俗館、和泉郷土資料館、
笛資料館は、平成25年３月31日までの間、
休館しています。
ご利用できませんので、

よろしくお願いいたします。

２月７日はふるさとの日
　明治14年２月７日は、福井県が誕生した日です。県で

は、昭和56年の置県100年を機に、この日を「ふるさと

の日」と定めました。

　県民が自らの郷土について理解と関心を深め、より豊

かな郷土を築き上げることを期する日とされています。
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相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 ６・20日 前10～11 保健センター（有終会館） ☎66・6631

（保健センター）

心の健康相談 ６・20日 後２～３

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ５・19日 前９～11

女性相談 ４・７・14・18・21・28日 前９～後５：15

幼児のことばと発達相談 ６・13・20・27日 前９:30～11:30 ことばの教室（結とぴあ内） ☎65・8535

補聴器相談 18日 前10～正午 結とぴあ（有終会館） ☎66・6631
（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ６・13・20・27日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館） ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

木

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター（有終会館）
●住民基本台帳カードの時
　間外受け付け

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター（有終会館）
●住民基本台帳カードの時
　間外受け付け

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター（有終会館）
●住民基本台帳カードの時
　間外受け付け

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター（有終会館）
●住民基本台帳カードの時
　間外受け付け

水

●ねんきん無料相談

３歳児健康診査
　後１～１：40　保健セン　
　ター（有終会館）
介護保険制度説明会
　前10～11：30　結とぴあ
　（有終会館）

火

●パソコン講座

１歳半児健康診査
　後１～１：40　保健セン　
　ター（有終会館）

月

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター(有終会館）

ごみの祝日収集・受け入れ
　前８:30～正午　後１～４:30
　ビュークリーンおくえつ
●市民学校

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター(有終会館）　

市民課窓口延長　～後８
機能訓練
　後１：30～３　保健セン　
　ター(有終会館）　

日

●薬草風呂
●越前おおの冬物語（朝市特 
　別出店）
ふるさと味物語・でっち羊か
んまつり・食守フェスタを同
時開催

普通救命講習会（要申込）
　後９～正午　消防本部
ごみの第４日曜日受け入れ
　前８:30～正午　後１～４:30
　ビュークリーンおくえつ
●健康ランチバイキング
●図書館郷土歴史講座

5

12

19

26

6

13

20

27

2月

【保健関係】

【法律関係】
人権相談・行政相談 ７・21日 後１:30～３:30 結とぴあ（有終会館）

☎66・1111
（総務課 内線244）巡回登記相談 13日 前10～正午

後１～３：30 市役所行政資料室（総合案内横）

法律相談 14・28日 後１～４ 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）要申込

7

14

21

28

節分

建国記念の日

家庭の日 雨水

立春 ふるさとの日
北方領土の日

食育の日

聖バレンタインデー

要申込

要申込

4

11

18

25

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

省エネルギー月間     

北方領土返還運動全国強調月間

情報セキュリティ月間

■

■

■

如  月
き  さ   ら   ぎ

　今月は後期高齢者医療保険料（普通徴収）の納付
月です！

 ・後期高齢者医療保険料　　　第８期

◆納期限２月28日（木）

※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない 
　方が対象です。市発行の納付書で金融機関など
　で個別に納めてください。

3

10

17

24

今 月 の 納 税

固定資産税　   第４期分
国民健康保険税  第８期分
  ◆納期限２月28日（木）　

★納税は便利な口座振替を
ご利用ください
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バレンタインチョコ作り講座
日時　２月９日土午前10時～正午
場所　富田公民館
講師　山腰里美さん
対象　小学生以上（３年生以下は
　保護者同伴）
定員　20人（先着）
受講料　300円（材料代込み）
持ち物　エプロン、三角巾、手拭

きタオル
締切　２月７日木
問　富田公民館（☎66・4101）

３金講座　認知症の正しい
理解と介護のコツ

日時　２月15日金午後７時～９時
場所　富田公民館　
講師　大谷恵子さん
定員　20人（先着）
締切　２月12日火
問　富田公民館（☎66・4101）

乳製品を使った料理教室
　森永乳業株式会社の出張料理
教室「エムズキッチン」を開催し
ます。
日時　２月19日火午前10時～午後
　１時
場所　富田公民館
講師　森永乳業派遣の栄養士
定員　20人（先着）
受講料　300円（材料代込み）
持ち物　エプロン、三角巾、手拭

きタオル
締切　２月12日火
主催　富田若杉会
問　富田公民館（☎66・4101）

チョコレートケーキ講座
　バレンタインや友人への贈り物
に、チョコレートケーキを作って
みませんか。
日時　２月13日水午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公

民館併設）
講師　川端丹美さん
対象　18歳から45歳の人　※定

員に空きがあれば対象外の人
も受講できます。締切日以降に
問い合わせてください
定員　８人（先着）
受講料　1000円（材料代込み）

持ち物　エプロン、三角巾
締切　２月８日金
その他　締切日以降のキャンセル

は、受講料が掛かります
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

パン作り講座
　シナモンロールとクリームパン
作りを体験してみませんか。
日時　２月22日金午後６時30分
　～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公

民館併設）
講師　松本智恵美さん
定員　10人（先着）
受講料　700円（材料代込み）
持ち物　エプロン、三角巾
締切　２月14日木
その他　締切日以降のキャンセル

は、受講料が掛かります
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

下庄の歴史・史跡を学ぶ教室
日程　 ① ２月26日火、 ② ３月 ５

日火
時間　午後７時30分～９時
場所　下庄公民館
内容　①下庄地区の古代（磐

いわくら

座神
社、大矢戸古墳など）　

　②下庄地区の中世（白山信仰、
横枕遺跡など）、年表解説
講師　市博物館学芸員
対象　一般市民
定員　20人（先着）

受講料　無料
持ち物　筆記用具
締切　２月22日金
問　下庄公民館（☎66・2142）

健康麻
マージャン

雀教室
　「賭けない」「吸わない」「飲まな
い」を基本とする健康麻雀で、脳
の活性化を図りながら、交流を深
めませんか。
日程　（全３回）２月28日～３月14
　日の木
時間　午後１時～３時30分
場所　下庄公民館
内容　麻雀のルールや役を実習形

式で解説
講師　福井いきいき健康麻雀の会

会員
対象　一般市民
定員　24人（先着）
受講料　無料
締切　２月25日月
問　下庄公民館（☎66・2142）

紙工芸教室
　牛乳パックから小物入れを作
ります。
日時　３月１日金午後７時30分～
　９時
場所　下庄公民館
講師　前川ちよのさん
対象　一般市民
定員　20人（先着）
受講料　100円（材料代込み）
持ち物　はさみ、30㌢定規
申込方法　下庄公民館にある参加

申込書に、受講料と牛乳パック
（1000ml）１個を添えて申し込

む（牛乳パックは下準備のため）
締切　２月22日金
問　下庄公民館（☎66・2142）

優良賃貸住宅情報
　住みやすくて家賃が安い賃貸住宅の空室状況をお知らせします。

▼東二番町家住宅（元町５－６）　３戸

▼西二番町家住宅（明倫町４－23）　１戸
　（２LDK、エレベーター完備、西二番のみオール電化）
家賃　５万7500円〜、共益費4000円、駐車場使用料は別途
※子どもがいる世帯、高齢者・障害者世帯を対象とした家賃減額
制度があります
問　都市計画課建築住宅係（☎66・1111内線357）

あ
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市民学校
○「日本の政治とわが地域づくり
　～われわれは何をすべきかパー
　ト２～」
　・日時　２月11日月建国記念
　　の日午後１時30分～３時
　・講師　福井新聞社論説室長　
　　北島三男さん　
○「朝倉時代の大野」
　・日時　３月２日土午後１時　
　　30分～３時
　・講師　福井大学名誉教授　
　　松浦義則さん
　・その他　講座終了後に閉校式
　　を行う
場所　学びの里「めいりん」　
受講料　無料
問　社会教育課社会教育係
　（☎65・5590）

パソコン講座
日時　２月12日火午後７時～９時
場所　学びの里「めいりん」
テーマ　Ｗordでチラシ製作～幹
　事さん、役員さん、そうじゃな
　い人も必見～
講師　おおのIT講師グループ
対象　Ｗordの基本操作ができる人
定員　30人（先着）
受講料　無料
申込方法　電話かファクス、電子
　メールで申し込む

締切　２月８日金
問　社会教育課社会教育係　
　(☎65・5590　FAX66・2885）
　電子メール　syakai@city.fukui-

ono.lg.jp

２月めいりん講座
日時　２月16日土午後１時30分
　～３時
場所　学びの里「めいりん」
○国際理解講座「ニュージャー
　ジーの文化＆アメリカのお菓子
　作り　グレッグとチョコレート
　ブラウニーを作ろう」
　・講師　グレッグ・ワーナー
　　さん
　・定員　20人（先着）
　・材料代　500円
　・持ち物　エプロン、三角巾　
○オリジナルの器作り体験（色付
　け・焼き）
　・講師　宮前敏雄さん
　・定員　10人（先着）　　
　・材料代　500円
申込方法　電話かファクスで申し

込む
締切　２月12日火
問　社会教育課社会教育係
　（☎65・5590　FAX66・2885）

ストレスに負けない食事とは
日時　２月23日土午前10時 ～ 11
　時 30 分
場所　学びの里「めいりん」

テーマ　ストレスに負けないお食
　事～子ども編～
講師　栄養学講師　道廣喜子さん
受講料　無料
問　社会教育課社会教育係
　（☎65・5590）

トラベル英会話教室
　アメリカで通じる英語を学ぶこ
とができます。
日程　(全５回）２月22日～３月
　22日の金
時間　午後７時～８時
場所　学びの里「めいりん」
講師　市国際理解教育推進員
　テイラー・ティロネンさん
対象　15歳以上の市民
定員　15人（先着）
受講料　無料
持ち物　筆記用具
申込方法　電話かファクスで申し

込む
締切　２月20日水
問　大野公民館
　（☎66・2828　FAX66・2885）

べビー＆ママヨガ
日程　（全４回）３月５日～ 26日
　の火
時間　午前10時30分～ 11時30分
場所　学びの里「めいりん」
講師　飛石めぐみさん
対象　１歳未満児とその保護者
定員　15組（先着）
受講料　無料
持ち物　タオル、飲み物、バスタ

オルまたはヨガマット
申込方法　電話かファクスで申し

込む
締切　２月28日木
問　大野公民館
　(☎66・2828　FAX66・2885）

教室・講座

公的年金等の申告手続を簡素化
　公的年金などの収入金額が400万円以下で、公的年金などに
係る雑所得以外の所得金額が20万円以下の人は、確定申告が不
要です。ただし、市・県民税の申告は、必要な場合があります。
詳しくは、問い合わせてください。

電子申告（e-Tax）
　国税庁ホームページの「確定申告等作成コーナー」を利用して、
税務署に送信（申告）することができます。e-Taxの利用には、事
前に住民基本台帳カードと電子証明書、ICカードリーダライタの
準備が必要です。ICカードリーダライタは、市税務課や各公民館
で貸し出しています。
問大野税務署（☎66-2180）
　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/

年金所得者の申告と
ネットでの確定申告
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みんなでスポーツ
竹田式体操

　音楽に合わせたリンパマッサー
ジとストレッチを、椅子に座って
行う体操です。
日程　（全５回）２月18日～３月
　25日の月(２月25日は休み)
時間　午後１時30分～２時45分
場所　上庄公民館
講師　竹田和江さん
対象　一般市民
定員　20人（先着）
受講料　1000円（保険料込み。み
　んスポクラブ会員は無料）
持ち物　五本指の靴下、バスタオ
　ル、飲み物
その他　１回だけの参加も可
問　上庄公民館（☎64・1200）

伝統の福井野菜を使った料理
教室　第２弾「黒

く ろ こ

河マナ」
日時　２月22日金午後７時～８

時30分
場所　農村婦人の家（小山公民館内）
内容　伝統の福井野菜である黒河

マナ（敦賀市産）を使った伝統
料理２品の作り方を学ぶ
講師　出蔵弘子さん
対象　一般市民

定員　15人（先着）
受講料　350円（材料代込み）
持ち物　エプロン、三角巾
問　小山公民館（☎66・2468）

市スキー連盟スキー講習
日程　２月23日土～ 24 日日（22
　日金午後７時出発）
場所　白馬五竜スキー場（長野県
　白馬村）
定員　20人（先着）
参加料　 ２万5000円（ 昼 食 代、
　リフト代は別途）
締切　２月８日金
その他　集合場所などは参加者に
　連絡
問　クローバースキークラブ事務局
　加藤さん（☎090・8701・3356）

図書館郷土歴史講座
日時　２月24日日午前10時～11時  
　30分
場所　図書館
テーマ 大野歴史の道

講師　小倉長良さん
定員　30人（先着）
対象　一般市民
受講料　無料
締切　２月22日金
問　図書館（☎65・5500)

みんなでスポーツ
卓球（ラージボール）教室

日程　（全５回）２月26日～３ 月26
　日の火
時間　午後１時30分～３時30分
場所　エキサイト広場
講師　竹内宗義さん、羽生邦男
　さん
対象　18 歳以上の男女
定員　25人（先着）※参加申込者
　が４人以下の場合は、教室の開
　催を中止
受講料　1000円（保険料込み。み
　んスポクラブ会員は無料）
持ち物　運動のできる服装、ラ
　ケット、内ズック、タオル、飲
　み物
申込方法　スポーツ課にある申込
　書に、参加料を添えて申し込む
締切　２月22日金
問　スポーツ課社会体育係
　（☎66・1111 内線532）

教室・講座

　確定申告の時期に合わせて、住民基本台帳カー
ドの交付と電子申告に必要な電子証明書の発行手
続きを、時間外に受け付けます。
月日　２月７日、14日、21日、28日の木
時間　午後５時15分〜７時30分（受付は午後７
　時まで）
カードの交付について
　　カード交付手数料は500円です。電子申告
　に必要な電子証明書を発行する場合は、別途
　500円の手数料が必要になります。
顔写真付き身分証明書として
　　カードは、「顔写真付き」と「顔写真なし」が
　選べます。顔写真付きカードは、運転免許証
　と同じように公的身分証明書として利用する
　ことができます。写真は職員が撮影しますの
　で用意していただく必要はありません。
自動交付機で便利に
　　市民課ロビーに、カードを利用した証明書

　等自動交付機を設置しています。自動交付機
　では、住民票の写し・所得課税証明書・印鑑
　登録証明書を発行できます。また図書館利用
　カードとしても使えます。自動交付機は、福
　井市のアオッサなど県内に22カ所設置されて
　います。
カード交付に必要なもの
　　印鑑 ・運転免許証などの顔写真付き身分証
　明書と健康保険証 ・印鑑登録機能を付ける場
　合は印鑑登録カードを持参してください。
その他
　　カードと電子証明書の発行には、約30分掛
　かります。電子証明書の発行申請が混み合っ
　た場合、カードのみ交付し、後日に電子証明
　書発行の手続きをしていただくこともありま
　す。和泉支所では、時間外受け付けを行いま
　せん。
問　市民課市民窓口係（☎66・1111内線453）

住民基本台帳カード時間外交付のお知らせ
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高齢者のおむつ代
医療費控除

　おむつが必要な高齢者がいる世帯は、おむつ
代に掛かる費用が医療費控除の対象となる場合
があります。
　確定申告をする際には、おむつ代の領収書と、
医師の発行する「おむつ使用証明書」か市の発行
する「確認証明書」が必要です。詳しくは、問い
合わせてください。

要支援・要介護認定者
障害者控除の認定申請

　平成24年12月31日現在、介護保険の要支援・
要介護認定を受け、障害者と同等と認められる
65歳以上の人は、障害者控除の対象となりま
す。対象者には、２月上旬までに「障害者控除
対象者認定書」を送付します。
　認定者がすでに死亡している場合は、認定書
は送付しません。扶養控除の申請などで認定書
が必要な場合は、健康長寿課まで申請してくだ
さい。 問　健康長寿課長寿係（☎ 66・6631 内線 133）

募集します
県消費生活モニター募集

　県では、消費者と行政とのパイ
プ役として活動する平成25年度県
消費生活モニターを募集します。
　主な活動は、消費生活について
の苦情や要望の収集、悪質な販売
についての通報、アンケート調査
などです。詳しくは、問い合わせ
てください。
応募資格　市内在住の20歳以上
定員　３人
任期　平成25年４月１日～平成
　26年３月31日
締切　２月５日火
問　くらし環境課市民生活係
　（☎66・1111 内線293）

介護保険運営協議会委員募集
　介護保険制度や運営方法につい
て協議・検討する、介護保険運営
協議会委員を募集します。平成
26年度は、高齢者福祉計画策定
委員も兼ねます。
応募資格　市内に１年以上住む
　40歳以上の介護保険被保険者
定員　２人
任期　平成25年４月１日～平成
　27年３月31日
応募方法　介護保険または高齢
　者福祉についての作文を 1200
　字以内にまとめ、住所、氏名、
　電話番号を記入し、健康長寿
　課に持参するか郵送
締切　２月28日木
問　健康長寿課長寿係
　（☎66・6631 内線131）

あなたのおすすめの
場所を募集

　今までの観光ガイドブックには
載っていなかった大野市の観光情
報を探しています。
　「こんな所があったのか」と思う
ような観光情報を、スマートフォ
ン（多機能携帯電話）の観光案内に
掲載して全国に向けてアピールし
ます。
　有名ではないけれど、地元では
ひそかに人気の場所やきれいな景
色が見える場所、隠れた名店など、
地元の人しか知らないような観光
スポットを募集します。写真があ
れば合わせて募集します。
　詳しくは、越前おおの雇用創造
推進協議会ホームページと各公民
館にある応募用紙で確認してくだ
さい。
問　越前おおの雇用創造推進協議
　会（☎66・2041）
　ホームページ　http://www.
　ono-koyou.jp/)
　

明倫学舎入寮生募集
　明倫学舎は、東京都武蔵野市の
吉祥寺にある福井県出身の男子大
学生を対象にした学生寮です。平
成25年度の入寮生を募集します。
入寮条件など、詳しくは、問い合
わせてください。
対象　県内に在住する保護者の子
　で、学舎から通学できる範囲に
　ある大学の平成25年度入学者

募集予定人数　後期15人（前期は
　終了）　
寮費　年額28万8000円～31万　
　2000円
願書受付期間　２月７日木～３月
　14日木（必着）　
申込用紙　各高校の進路指導室で
　配布
選考日　３月16日土
問　明倫学舎（☎0422・22・2305）
　ホームページ　http://www. 　
　meiringakusha.com

道守高校通信制生徒募集
　道守高校では、月に３回程度日
曜日に登校し、レポートを提出し
て学ぶことができます。年齢に関
係なく学べる道守高校で、高校生
活を送ってみませんか。
　２月17日、24日、３月３日、
10日の日に開催する個別相談会
に電話で予約の上、参加してくだ
さい。指定の日に参加できない場
合は、問い合わせてください。
問　県立道守高等学校
　（☎0776・36・1184）

二階蔵市民展示作品募集
募集作品　絵画、書道、写真、工
　芸、手芸などで壁面展示できる
　もの
展示期間　４月～ 11 月の間で 20
　日間
展示料　無料（額装や搬入・搬出
　費用は展示者負担）
その他　開館時間中は、平成大野
　屋職員が管理
問　平成大野屋（☎69・9200）
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◆エクセル習得活用コース
　表計算やエクセルの基本から応
用までの操作を学ぶ。
▼Office2010
日程　（全13回）２月20日～３月
13日の火～金

時間　午前９時～正午
受講料　３万9000円
締切　２月12日火
その他　テキスト代は4200円

◆アクセス初級
　データベースソフト「アクセス」
を使い、データベースの設計・作
成などの基礎を学ぶ。
▼Office2007
日程　（全10回）２月20日～３月27
　日の水金（３月20日は休み）
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　２月12日火
その他　テキスト代は2100円

◆コミュニケーション研修「入社
　５年目までの社員向け」
　コミュニケーションの重要性
の認識と、コミュニケーション
に必要な「伝える力」「話す力」
「聴く技術」のスキルを身に付
ける。
日時　２月26日火午後７時～９時
　30分
講師　中川陽如さん
受講料　3000円
対象　就職５年目までの人、その
　他、コミュニケーションや能力
　向上に興味のある人
締切　２月14日木

◆パーソナルビューティー講座
　パーソナルカラーを使って、自
分に似合う色を見つけ、相手に好
印象を与える身だしなみやメイク
術を学ぶ。
日程　（全３回）３月８日金・14日

木・15日金か16日土　※15日
と16日はどちらか希望日を選択

時間　午後６時30分～８時30分
　※ただし、16日のみ午前９時
30分～ 11時30分
講師　大嶋　歩さん
定員　10人（先着）
受講料　9000円（材料代込み）
持ち物　顔全体が映る鏡、自分の
メイク道具
申込期間　２月５日火～２月21
日木

※各講座の締切日以降のキャンセ
ルは、受講料が掛かります

問　職業訓練センター
　 （☎65・6840）

 無料でパソコン使用
　ＩＴ学習支援コーナーを無料で開放し
ています。講座の予習・復習などに利
用できます。
利用時間　火木  午後1時～ 6時
　　　　　水金  午後5時～ 8時
　　　　　土  　午前10時～午後5時

◆エクセル習得活用コース
　表計算やエクセルの基本から応

◆コミュニケーション研修「入社
５年目までの社員向け」

時間　午後６時30分～８時30分
　※ただし、16日のみ午前９時

◆ ◆ 職業訓練センター 各種講座案内 ◆ ◆

イトヨシンポジウム 24
震災からの復興『復光』

日時　２月９日土午後１時～３時
　20分
場所　学びの里｢めいりん｣
内容　
　○岩手県大槌町役場職員　佐々
　　木健さんによる基調講演「震
　　災津波からの復興（復光）」
　○佐々木健さんと本願清水イト
　　ヨの里　森誠一館長による対
　　談「震災を水環境から観る：
　　人と湧水とイトヨ」
入場料　無料
問　本願清水イトヨの里
（☎65・5104）

相続についての無料相談会
　県司法書士会では、県公共嘱託
登記司法書士協会との共催で、相
続登記についての無料相談会を開
きます。予約は不要です。
日時　２月９日土午前10時～午後
　４時
場所　アオッサ（福井市手寄１丁目）
問　県司法書士会
　（☎0776・30・0001）

ふくい福祉就職フェア
～福祉の職場説明・面談会～
日時　２月10日日午前11時30分～
　午後４時
場所　ユー・アイふくい（福井市
　下六条町）
問　県社会福祉協議会
　（☎0776・21・2294）

大野地区福祉講演会
日時　２月16日土午後２時～３
　時30分
場所　学びの里｢めいりん｣
内容　講演「笑いから健康」、落語
　「アマチュア女性落語　都の亭 
　小みち」
講師　ふく福落語会　会長　国広
　桂子さん
受講料　無料
問　大野公民館（☎66・2828）

健康ランチバイキング
　健康のために「何をどれだけ食
べればよいのか」を見て味わって、
楽しく学びませんか。
日時　２月24日日午前10時30分

　～午後１時10分（受付は午前
　９時45分から）
場所　結とぴあ（有終会館）
定員　50人（先着）
参加料　500円
締切　２月18日月
主催　市食生活改善推進員連絡協
　議会
問　健康長寿課健康づくり係
　（☎66・6631内線113）

六呂師高原の冬を楽しもう
日時　３月17日日午前10時～午
　後３時30分
場所　奥越高原青少年自然の家
内容　スノーシューで自然探険、
　クロスカントリースキー体験、
　雪遊び
対象　小学４年生以上
定員　50人（先着）
参加料　650円（保険料、食事代

込み）
申込方法　電話で申し込む
申込期間　２月16日土～28日木
　（月曜日は休館）
問　奥越高原青少年自然の家
　（☎67・1321）
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※子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は、図書館・公民館などにあります。また、大野市のホームページからもご覧になれます。

子育て支援センターだより 子育て支援センターは、
子育てをしているお家の方なら、

どなたでも利用できます。

【問い合わせ】☎65・7188　Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

ちっくた くっ
の行事予定

☆たんぽぽ広場
　日時：毎週月～金曜日　前９～後４
　場所：地域子育て支援センター（結とぴあ）
　≪主な行事≫
　【鬼のお面作り】　１日（金）前10～後４   
　【キッズ☆キッチン】　８日（金）前９：30～正午　要申込
　【ことばの相談】　15日（金）午前10～正午　ことばの教室指導員が対応
　【誕生会】　28日（木）前11～
☆ほのぼの広場（公立保育園開放）　
　日時：５日（火）19日（火）　前９～11　
　場所：大野市公立保育園（春日・あかね・荒島・阪谷・和泉）
　※ほのぼの広場終了後は、たんぽぽ広場をご利用ください。

☆育児相談（電話・面接のほかEメールでも可）
　日時：毎週月～金曜日　前９～後５
　場所：地域子育て支援センター（結とぴあ）

☆民間保育園開放　
　いとよ保育園　　14日（木）前９：30～11　
　いなやま保育園　４日（月）前９：30～11
　　　　　　　　　18日（月）前９：30～11　
　亀山保育園　　　いつでも見学可
　篠座保育園　　　13日（水）前10～11
　誓念寺保育園　　１日（金）前９：30～11：30
　　　　　　　　　16日（土）前９：30～11：30　
　誓念寺中野保育園　９日（土）前９：30～11：30
　　　　　　　　　22日（金）前９：30～11：30　
　開成保育園　　　13日（水）前９：30～11
　上庄保育園　　　７日（木）前９～11
　　　　　　　　　14日（木）前９～11
　　　　　　　　　21日（木）前9～後0：30
　　　　　　　　　※給食試食会あり・要申込

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。
ショッピングモールヴィオの定休日を除く毎日開いています。

（前10～後6）
【定休日】 ６・20日（水）　【問い合わせは】☎66・3775

♪子育て塾～マイスターによる身体測定と育児相談　
　【１歳３カ月未満児対象】※母子手帳をご持参ください
　５日（火）前10～正午
　【１歳３カ月以上児対象】※母子手帳をご持参ください
　28日（木）前10～正午
♪食育～ひなパーティー　※要申込、10組限定
　日時：18日（月）前10～正午
　メニュー：「ひし餅風三色ずし・フルーツポンチ」
　参加料：300円　持ち物：エプロン、マスク、三角巾、お茶、箸
♪ママリフレッシュ講座～ヨガ（年齢制限なし）
　※要申込、10組限定　

　日時：12日（火）前10：30～11　講師：飛石めぐみさん（マイスター）
　持ち物：タオル、お茶、運動のできる服装
♪ママリフレッシュ講座～おひな様フラワーアレンジメント
　※要申込、７組限定
　日時：26日（火）前10：30～正午　講師：高瀬美由紀さん
　参加料：500円　持ち物：花はさみ、花持ち帰り用袋
♪子育て講演会　※要申込、託児あり
　日時：20日（水）前10～11：30
　場所：学びの里「めいりん」　講師：和田周平さん
♪０～１歳３カ月までのお友達ひろば
　５日（火）19日（火）前10～正午　

お知らせ
相続についての無料相談

　県司法書士会では、２月を「相
続登記はお済みですか月間」と定
めています。相続登記や遺言、遺
産分割協議など相続についての相
談に無料で対応します。
日程　２月１日金～28日木
場所　県内の各司法書士事務所
問　県司法書士会
　（☎0776・30・0001)

ごみ祝日・第４日曜日受け入れ
月日　２月11日月建国記念の日、
　24日日
時間　午前８時30分～正午、午
　後１時～４時30分
問　大野・勝山地区広域行政事務
　組合（☎66・6690）

ねんきん無料相談
　福井年金事務所が、社会保険労
務士による「ねんきん定期便」をは
じめ、年金に関する無料相談を実
施します。
日時　２月13日水午前10時～正

午、午後１時～４時
場所　市役所
その他　「ねんきん定期便」に同

封されている書類、印鑑、年金
証書または年金手帳を持参（本
人以外が相談の場合、委任状が
必要）

問　市民課保険年金係
　（☎66・1111内線456）

あなたの気になる年金記録、
もう一度ご確認を

　日本年金機構では、不明な年金
記録の持ち主を探しています。こ
れまで「ねんきん特別便」などを送
り確認しましたが、持ち主の分か
らない記録が残っています。

　自身の年金記録に「もれ」や「誤
り」があるのではと心配な人は、
福井年金事務所へ相談してくださ
い。詳しくは、日本年金機構のホー
ムページで見ることもできます。
問　福井年金事務所
　（☎0776・23・4516）
　ねんきん定期便・ねんきんネッ
　ト専用ダイヤル
　（☎0570・058・555）

薬草風呂
　薬草風呂で心も体も温まりま
しょう。
日時　２月３日日午後３時～９時
場所　市内５公衆浴場　東湯、改
　盛湯、亀山湯、キューピー湯、
　日乃出湯（50音順）
入浴料　無料
問　市民課保険年金係
　（☎66・1111内線457）

イベント・催し
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●西部児童センター（☎66・0912） 開催日 時　間 備　考
豆まき ４日 後３：30～

バレンタイン用のお菓子作り 14日 後３：30～ 参加料100円

毛糸でシュシュ作り 18～23日 後３：30～ 参加料50円、8～10㍉㍍のかぎ針

寒中おやつ探し 26日 後３：30～ 参加料30円

トランポリン 毎日 後４～

青少年悩みごと相談
（ヤングテレホン）

奥越青少年愛護センター
（市役所内）

☎66・1006

教育なんでも相談
110番

適応指導教室
（青少年教育センター）

☎66・7717

子ども救急医療相談
（月～土は後7～11、
日祝は前9～後11）

☎♯8000（短縮ダイヤル）
または

☎0776・25・9955

●南部児童センター（☎66・2133） 開催日 時　間 備　考
豆まき １日 後４～ 誰でも可

おやつ作り（豚汁） 14日 後４～ 誰でも可、参加料30円

寒中宝探し 18日 後４～ 誰でも可

おひな様を作ろう 28日・３月１日 後４～ 誰でも可、参加料50円

●北部児童センター（☎65・3665） 開催日 時　間 備　考
豆まき ４日 後４～ 小学生対象

雪中宝探し ７日 後３：30～ 小学生対象

バレンタインのお菓子作り 13日 後３：30～ 小学生対象、参加料100円、12
日締切

毛糸フェルトのストラップ作り 20・21日 後３：30～ 小学生対象、参加料50円、19日
締切

縄跳びをしよう 25～28日 後３：30～ 小学生対象

●東部児童センター（☎66・5233） 開催日 時　間 備　考
豆まき ４日 後３：30～ 誰でも可

わくわくクッキング（バレンタインのお菓子） ９日 後１～ 小学生対象、参加料100円、エプ
ロン・マスク、６日締切

縄跳び記録会 12～23日 随時 小学生対象

おひな様作り 18～20日 後３：30～５ 誰でも可、参加料50円、14日
締切、30人

ジャンボポケモンかるた 25・26日 後４～ 小学生対象

●和泉児童センター（☎78・2655） 開催日 時　間 備　考
豆まき １日 後４：30～ 小学生対象

雪遊び ５～７日 後３：30～４：10 小学生対象、スキーウエア・手袋・帽子

たこ作り教室 18日 後３：30～５ 小学生対象、参加料50円、公民館共催

寒中宝探し 20日 後３：40～ 小学生対象、スキーウエア・手袋・帽子

３月の壁面飾り作り 25～27日 後４：30～５ 小学生対象
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岡
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新
着
図
書

み
ん
な
の
図
書
館 辰巳出版

『福井県のおいしい
給食レシピ』

読書のススメ

ふるさと大野今昔物語

嫁止め：昭和30年夏撮影

　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真等を収集保存しています。ご家庭に古い写真などをお持
ちの方は、ぜひご連絡ください。皆さんのご協力をお願いいたします。

問　視聴覚ライブラリー（☎65・5590）

平家踊：昭和30年夏撮影

　嫁止めとは、木材などを積み上げて、嫁入り
の行列をいったん止めるものです。旧西谷村で
は、村に入る山道で200㍍から300㍍おきに
嫁止めを作り、村人たちが花嫁を眺めて歓迎す
るという風習があったそうです。

（撮影者：河原哲郎さん　提供：文化課）

　昭和37年に県無形民俗文化財の指定を受けた
平家踊は、平安時代末期に旧西谷村に逃げ延びた
平家の落人が、都をしのんで歌い踊ったものとさ
れています。この踊りは同地区出身者でつくる平
家踊保存会により、今も受け継がれています。

（撮影者：河原哲郎さん　提供：文化課）

　子どもの体力・学力が全国トップレベルに
ある福井県では、食がその力の源になってい
ると食育を提唱し推進しています。
　この本は、子どもが毎日食べる給食に着目し、
自然の食材を使った手作り給食のメニューを、
野菜・魚・肉などの分野に分けて写真付きで紹
介しています。本書を参考に、家族でおいしい
給食を作って食べてみませんか。
　図書館には、2006年に大野市が作成した「給
食・我

わ が や

家のおすすめレシピ集」もありますので、
併せてご覧ください。

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け

2013.2　広報おおの 23



　
和
泉
中
学
校
で
は
、
生
徒

会
活
動
と
し
て
20
年
以
上
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年

度
中
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を

受
賞
し
、
昨
年
12
月
１
日
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
毎
年

和
泉
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
国

道
１
５
８
号
沿
い
の
ご
み
拾
い

に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
平
成

21
年
か
ら
は
、
道
の
駅
九
頭
竜

の
ト
イ
レ
清
掃
や
、
Ｊ
Ｒ
九
頭

竜
湖
駅
の
ご
み
分
別
作
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
は
利

用
者
が
多
い
た
め
、
清
掃
さ
れ

て
も
す
ぐ
に
汚
れ
て
し
ま
い
、

観
光
客
な
ど
か
ら
不
評
が
出
る

こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
生
徒
の

一
人
が
、
偶
然
そ
の
声
を
聞
い

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

生
徒
ら
が
休
日
の
朝
６
時
に
集

合
し
、
約
１
時
間
掛
け
て
清
掃

活
動
を
続
け
た
結
果
、
今
で
は

便
器
の
に
お
い
や
色
な
ど
も
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
行
わ
れ
る
「
新
緑
ま

つ
り
」
で
は
会
場
の
ご
み
拾
い

を
、
10
月
の
「
紅
葉
ま
つ
り
」
で

は
ご
み
の
分
別
作
業
を
行
い
な

が
ら
、
学
校
で
育
て
た
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
を
販
売
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
購
入
に
充
て
る
た
め
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
た
り
、
敬
老
会
や
一
人
暮

ら
し
老
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

手
伝
っ
た
り
と
、
清
掃
活
動

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
長
の
清
水
貴
大
君

は
、
「
受
賞
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
僕
た
ち
３
年
生

が
卒
業
し
て
も
、
後
輩
た
ち
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
和
泉

地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
自

然
の
景
色
が
違
う
の
で
、
１
年

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客

に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

広　告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
伝
統
に

和
泉
中
学
校
生
徒
会
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　12月25日から28日まで、大阪市で中学
バレーボールのJOCジュニアオリンピック
カップ第26回全国都道府県対抗大会が開催
され、本県の女子選抜チームが６年ぶり２度
目の３位入賞を果たしました。本市から選手
の一人として参加した林明日香さんに、大会
の感想や今後の抱負などを聞きました。

－いつからバレーボールを始めましたか
　小学３年生の時からスポーツ少年団に
入っていました。同級生のお姉さんがプレー
しているのを見て、面白そうだったので始
めました。

－中学校での部活動はどうでしたか
　ポジションはライトで、副キャプテンを
務めていました。この１年間は、奥越大会
でずっと１位を守ることができ、県大会で
はベスト８まで勝ち進むことができました。

－選抜メンバーに選ばれて
　昨年の８月に知らされた時は、正直なとこ
ろ、自分が選ばれるとは思っていなかったの
でびっくりしました。
　選抜チームでは、９月から11月までは週
２回福井市で練習し、土日は練習試合や県
外遠征に出掛けました。12月からは練習日
が週３回に増え、受験勉強との両立が大変
でした。

－選抜チームの様子は
　みんな明るく、とても仲が良かったです。
大野市からは私だけが参加したので、最初は
戸惑いましたが、他の仲間に優しくしてもら
い、すぐに打ち解けました。チームの雰囲気
の良さが結果につながったと思います。

－大会の感想は
　残念ながら出場機会は少なかったのです
が、私がベンチにいるときは、コートに入る
仲間のサポートを心掛けていました。対戦相
手は強豪ばかりで、身長が高く技術のある選
手がそろっていましたが、チーム一丸で粘り
強くボールを拾い、一人一人が集中力を発揮
して点を取ることができました。

－今後の進路は
　高校に進学してもバレーボールを続けたい
と思っています。今回の大会では、自分の力
を出しきれなかったことが残念でした。高校
では、もっと技術を磨き、強い精神力も身に
付けたいです。
　将来の夢はまだ決まっていませんが、勉強
も部活も頑張りながら、夢を見つけたいと思
います。

 

貴
重
な
経
験
を
次
の
ス
テ
�
プ
に

中
学
バ
レ
�
県
代
表
と
し
て
全
国
３
位

林　明日香さん　（開成中３年）

広告

こんにちは

後列右から３番目の林さん
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話題のひろば

大野と福島の「富田小学校」がクリスマス交流

　12月20日、東日本大震災で被災した福島県川俣
町富田小学校から市内の富田小学校に手作りのクリ
スマスカードが届きました。
　この交流は、おととしの12月、福島県に同じ名前
の小学校があることを知り、被災した児童を励まそ
うとクリスマスカードを送ったことがきっかけです。
大野市の富田小学校からも、クリスマスカードのほ
かに、秋に収穫した米を送るなど、交流を続けてい
ます。

新成人が誓いと感謝

　１月13日、文化会館で平成25年成人式が開かれ
ました。今年市内で新成人となるのは430人。式に
は378人が出席し、市民憲章や教育理念を唱和しま

した。式典の後は、抽選会やマジックショー、記
念撮影が行われ、終了後の会場外でも、友人との
再会を懐かしむ姿が見られました。

教育理念を首唱した谷口大樹さん

誓いの言葉を述べた野田真史さん 市民憲章を首唱した６人の皆さん
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話題のひろば

元日本代表小椋さんが夢の大切さ伝える

　12月15日、学びの里「めいりん」で元バドミントン日本代表
の小椋久美子さんを招き、「夢を実現するチカラ」と題し講演
会が開催されました。小椋さんは、有名な「オグシオ」ペアと
して北京オリンピックに出場したときのエピソードなどを交
えながえら、夢や目標を持つことの大切さを話しました。
　市内のスポーツ少年団を対象に実技講習会も開かれ、世界
を舞台に戦ってきた選手から技術を学ぶ、貴重な機会となり
ました。

火災や災害への対応に新戦力

　12月25日、消防署に災害対応特殊消防ポン
プ自動車が配備されました。これまでの消防ポ
ンプ自動車と比べて高機能でたくさんの物品を収
納することができ、大規模災害時の支援として緊
急消防援助隊の出場車両に登録されています。

　12月23日には、市消防団に小型動力ポンプ付積載
車２台が配備されました。積載車は阿難祖地頭方区
と蓑道区に１台ずつ配備され、火災のほか各種災害
の対応に幅広く活用されます。
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編

集

後

記

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
平成25年１月１日現在（前月比）   

世帯数 11,825世帯（-11世帯)

人　口 36,169人 　（-39人）

〈男〉 17,211人　 （-17人）

〈女〉 18,958人　 （-22人）

◆12月中の内訳
　転入　 42人 　出生　26人
　転出　 57人　 死亡　50人 アンモナイトの化石
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ぬ
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よ
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学
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舎
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と
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作
詞
・
作
曲
　
槙
谷
真
一

　
今
月
号
は
、
和
泉
中
学
校
生
徒
会

の
紹
介
や
ス
キ
ー
大
会
の
案
内
な
ど
、

和
泉
地
区
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
満
載

で
す
。
新
緑
や
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
、

冬
の
雪
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
満
喫
で
き
ま
す
。

化
石
保
全
活
用
計
画
の
策
定
も
始
ま

り
、
今
後
は
化
石
発
掘
に
も
注
目
が

集
ま
り
そ
う
で
す
。
太
古
の
ロ
マ
ン

に
夢
を
は
せ
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然

の
美
し
さ
を
感
じ
る
和
泉
で
の
ひ
と

と
き
、
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
す
か
。

　

六
呂
師
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に

開
校
し
ま
し
た
。
明
治
44
年
に
は
阪

谷
小
学
校
の
分
校
と
な
り
ま
し
た
が
、

昭
和
37
年
に
再
び
独
立
し
、
六
呂
師

小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
校
歌
は
、

昭
和
39
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
、
開
校
以
来
１
３
０

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
六
呂
師
小

学
校
は
、
児
童
の
減
少
に
よ
り
阪
谷

小
学
校
と
統
合
し
、
そ
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
木
造
の
旧
校
舎
と
平
成

元
年
に
完
成
の
新
校
舎
が
残
っ
て
い

ま
す
。
旧
校
舎
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の

野
外
活
動
拠
点
と
し
て
、
新
校
舎
は
、

市
の
社
会
教
育
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

平成元年の新校舎落成式の写真

　

２
月
は
、
除
雪
・

屋
根
雪
下
ろ
し
・
雪

崩
、
そ
し
て
農
作
物
や

交
通
機
関
な
ど
の
雪
被

害
が
気
に
な
り
、
悪
い

イ
メ
ー
ジ
し
か
湧
か
な
い
雪
の
季
節
▼
子

ど
も
の
こ
ろ
、
学
校
は
寒
冷
休
暇
が
あ
り
、

一
日
中
雪
遊
び
に
熱
中
。
旧
正
月（
本
年
は

２
月
10
日
）も
各
家
で
祝
い
、
お
年
玉
も
も

ら
え
た
。
他
の
月
よ
り
も
日ひ

か
ず数
が
少
な
く
、

早
く
大
人
に
な
る
気
が
し
て「
お
ま
け
の

月
」と
喜
ん
だ
▼
陰
暦
で
は
如き

さ
ら
ぎ月
。
如
月
の

語
源
は
定
か
で
は
な
い
が
、
寒
さ
か
ら
重

ね
着
す
る
の
で「
衣き

さ

ら

ぎ

更
着
」、
春
に
向
か
い

木
々
が
芽
吹
く
の
で「
生き

さ

ら

ぎ

更
木
」と
、
な
ん

と
も
情
緒
あ
る
言
葉
で
あ
る
▼
世
界
で
初

め
て
人
工
雪
の
結
晶
を
作
る
こ
と
に
成
功

し
た
雪
博
士
、
中
谷
宇
吉
郎
は
、
娘
の
誕

生
を
祝
い
描
い
た
掛
け
軸
に「
雪
は
天
か
ら

送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」と
、
雪
の
墨
絵
と

と
も
に
美
し
い
言
葉
を
残
し
て
い
る
▼
片

山
津
の
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
は
、
雪

の
結
晶
・
永
久
凍
土
・
着
氷
な
ど
低
温
科

学
の
研
究
業
績
と
科
学
の
面
白
さ
を
伝
え

る
。
美
し
く
は
か
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ

ス
ト
や
氷
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
な
ど
、
雪

と
氷
の
実
験
展
示
は
子
ど
も
た
ち
を
雪
の

世
界
に
引
き
込
む
▼
雪
と
い
う
天
か
ら
の

贈
り
物
を
利
用
し
、
雪
の
灯
籠
が
立
ち
並

ぶ
幻
想
的
な
街
中
で「
越
前
お
お
の
冬
物

語
」が
催
さ
れ
る
。
雪
明
か
り
・
雪
景
色
・

雪
煙
な
ど
、
ど
の
言
葉
も
雪
は
美
し
い
も

の
や
広
大
な
情
景
を
表
し
て
い
る
。
雪
に

親
し
み
雪
の
風
物
詩
を
楽
し
み
、
春
が
来

る
の
を
待
と
う
。（
Ｈ
・
Ｙ
）
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